
寺

坂

ku 
，a
唱・・

自児

日
干
害
米
の
品
質
に
O

き
て
の
研
究

第

二

報

農

事

博

士

近

藤

f$， 

太

良E

海

野

フE

太

良5

-
、
緒

冒

的
基
・
容
の
軽
雛
松
り
し
米
を
取
り
寄
せ
て
、

昭
和
}
四
年
心
西
部
日
本
の
辱
魁
が
米
質
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
一
を
知
ら
ん
が
露
め
に
‘
岡
山
鯨
下
辱
官
官
地
五
b
v

所
よ
b
卒
磐
米
及
び
比
較

、J

一
一
一
試
料
に
つ
き
米
質
の
比
較
研
究
盈
行
ひ
た
り
。
そ
の
結
果
に
就
き
で
は
第
一
一
報
。
に
於
て

遮
』
市
た
想
。
之
を
再
録
す
れ
ば
戎
の
如
し
・

《

1
v

aT白
骨
組
米
は
充
賓
が
大
に
劣
り
、
形
紙
は
不
整
て
茶
畑
明
色
b
L
ロ
草

ι、
齢
構
は
探
〈
、
稜
角
の
鋭

'aを
認
め
、
そ
の
容
積
重
は
や
n

叉
腕
掴
歩
合
は
小
怠
・
9
。
そ
の
被
害
大
な
る
籾
来
に
於
て
は
、
費
芽
歩
合
も
少
く
、
腐
敗
粒
多
く
べ
殻
芽
が
少
し
く
遅
れ
、
幼
植
物
の
成
育

も
劣
れ
ど
も
‘
概
し
て
辱
客
米
も
相
官
に
褒
芽
力
を
有
し
て
十
分
成
育
す
る
と
と
を
得
る
な
り
。
さ
れ
ば
鼻
・
容
が
座
の
費
育
上
に
及
ぼ
す
影

響
は
比
較
的
軽
少
念
b
と
一
耳
ふ

J

へ
し

4

皐
曹
米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

薗
聞
ご
副
司

二
五



《

2
v

皐
嘗
米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

基
・
害
玄
米
は
小
形
、
細
長
、
千
粒
重
小
、

錆
二
廠

ご
六

一
升
重
小
、
不
整
形
、
充
賓
不
良
、
茶
褐
色
又
は
綾
褐
色
を
呈
し
て
色
海
不
良
、
縦
溝
は

深
〈
、
劣
悪
米
の
あ
ら
ゆ
る
性
放
そ
現
は
ず
。
又
そ
の
様
屠
は
厚
く
、
且
つ
縦
溝
探

ι。
従
っ
て
掛
精
に
多
〈
の
時
聞
を
要
し
、
掲
精
は
困

難
、
掃
き
耗
は
品
川
に
も
で
砕
米
を
多
γ
入
金
歩
。
吸
水
能
は
犬
な
り
。

円

3
)

手
官
官
米
に
於
で
は
、
正
常
米
に
比
し
て
、
金
粒
に
街
す
る
距
の
歩
合
(
重
量
d
n
v
が
往
々
大
な
る
と
と
る
h
v
。
と
れ
は
臨
筑
の
帯
盟
逼

は
十
分
た
ら
ざ
る
も
、
慌
自
身
の
蜜
逮
は
左
程
阻
害
せ
ら
る
h
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
一
示
す
。
而
し
て
此
事
は
費
芽
力
が
敢
て
著
し
く
劣
る
と

と
な
き
に
一
設
す
。

〈

4
v
そ
の
白
米
を
妹
ぎ
た
向
。
時
、
各
飯
粒
の
膨
脹
は
却
っ
て
犬
k
h
v
。
飯
の
食
味
は
劣
り
、
食
品
的
債
値
は
劣
れ

E
も
、
そ
の
一
定
量
中

に
は
グ
イ
タ
ミ
シ
ロ
叫
を
多
く
含
量
す
。
卸
ち
米
一
粒
に
含
ま
る
h
グ
イ
タ
ミ
シ
ロ
叫
量
は
劣
れ
H
C
も
、
米
粒
小
な
る
矯
め
、

一
定
量
の
米
KJ含

ま
る
る
グ
イ
タ
ミ
シ
同
量
は
却
っ
て
大
な
る
も
の
な
り
。

以
上
の
外
、
字
書
米
の
品
質
に
就
き
て
は
、
玄
米
粉
の
色
、
玄
米
の
ア
ル
カ

p
崩
解
性
、
湯
殿
水
と
結
合
水
、
水
溶
液
の
鴻
過
時
間
、
水

溶
性
成
分
の
乾
聞
物
量
、
化
事
成
分
、
酵
素
の
活
カ
、
水
素
イ
オ
シ
讃
度
等
を
研
究
し
置
く
可
き
を
認
め
、
爾
来
研
究
を
続
行
し
た
り
。
弐

に
そ
の
結
果
を
報
告
せ
ん
と
す
。

--、試

料

試
料
は
第
一
報
に
記
し
た
る
と
同
一
物
な
り
。

第

一

去

試

料
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日
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四
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原 田 喜 島
郡嘗郡敷 産

研循・盆 輿 p 島地

究原 2 除新 及

所村原村田 町試
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事早早皐皐皐皐皐皐皐堕暫
嘗審轡曹轡曹審望書密警普通
無米聴を無甚車車を無 激 を に 世

し 繊受しし彼受 し甚蒙出回
なけ・ぎなけ、なり穂
る、米米る、米るたし
米米貿 米米質米るた

賢良 質 良米れ

下 下 十ど

主事
皐
害
を
隠

む
る

米 程

a 

度

司聞置司凪 一τ二二二二二二. 一 -r  

右
試
料
は
唐
箕
遁
に
よ
り
で
枇
を
除
去
せ
し
も
の
な
り
。

三
、
玄

米

粉

の

色

平
容
米
ほ
茶
褐
色
を
皇
?
る
が
放
に
、
そ
の
粉
末
も
亦
正
常
米
粉
に
北
し
樺
色
た
る
と
と
言
ム
迄
も
な
し
。
今
一
川
仲
間
主
沫
の
掛
に
つ
き
で

思
-s米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

第一一線

こ
七



事
-s
米
の
品
質
に
つ
き
で
の
研
究

ロ
ゼ
ポ
シ
ド
チ

νト
メ

ー
タ
ー

hpoaga

ロ
ロ
件
。
ョ
巾
丹
市
与
を
用
ひ
て
輸
色
し
た
る
・
結
果

は
第
二
表
の
如
し
。
乾
燥
せ
る
粉
と
渦
潤
せ

る
掛
&
に
?
き
で
検
定
し
加
島
ν
。

第
二
衰
の
示
す
が
如
r
¥
且
T
智
旅
よ
り
作

ち
し
米
粉
は
亙
常
米
の
飢
仰
に
比
し
て
黄
山
脱
色

の
渇
き
を
見
る
な
h
w
o

目
、
玄
米
の
ア
ル
カ
リ
横
定

米
は
ロ
脚
種
の
異
る
に
よ

2
、
ア
ル
カ
リ

第
ご
固
曙

玄米粉の検色第二糞

ロピボシドチシトメーターによる

~1t)粉

燈
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調潤粉
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燈
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皐筈米
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研ヲt所米

Cl.R 

0.6 

鼠

早審理世甚米

皐害無し

皐害米.

'3 

新田 1

陀
よ
る
崩
解
性
に
差
異
あ
る
と
と
は
近
藤
・

笠
原
の
既
応
報
告
し
た
る
肺
な
る
が
ゆ
、
早
害
米
に
就
て
は
是
迄
試
験
せ
ら
九
拘
甲
信
も
の
た
し
。

一
、
方

法

三
種
に
砂
ち
て
試
験
し
止
り
。
印
ち
'
山
門
揖
度
の
異
色
苛
性
加
盟
熔
液
に
京
米
b
t
授
潰

L
て
崩
解
の
献
態
を
見
た
る
場
合
と
、
向
一
定
漁
度

0.9 1.0 0.7 0.7 

0.7 
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0.9 1.0 0.6 早害軽微輿除 1
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n
u
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n
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E
n
u
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n
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1..1 0.7 

0.5 

0.6 

0.6 

0.'7 

備考

0.9 

0.6 

α8 

0.6 

0.9 

~字l"t Lovibond colour配・.le

早審米

皐審無し

皐害米

皐害軽微

皐害米

2 

楢原 1

2 

-
の
苛
性
加
里
溶
液
に
玄
米
戸
浸
潰
し
て
、
そ
の
崩
解
-一を
来
た
す
時
閣
を
見
た
る
場
合
占
‘
付
玄
米
掛
を
一
-
定
器
度
の
苛
性
加
里
に
浸
し
て
踊

解
程
度
を
見
た
る
場
合
と
の
三
種
に
分
ち
て
試
験
し
た
り
。
而
し
て
各
の
場
合
に
就
き
て
、
弐
に
詳
述
す
ペ
じ
。 2 

菅生 1



日
一
~
濃
度
の
異
る
苛
性
知
里
祷
液
に
穫
潰

ιた
る

学
骨
骨
米
の
崩
解
度

手
掛
脅
米
並
に
無
平
容
米
の
丸
粒
及
び
切
断
粒
を
A

、
O
粧
宛
ペ

1
干
'
皿
花
入
れ
、
+
視
の
如
き
犠
度
の
苛

性
加
重
溶
液
ご
丘
吋
そ
注
加
も
て
米
を
漫
潰

ι、
構

墜
さ
・
誕
↓
士
五
度
に
こ
四
時
間
放
置
し
で
、
そ

の
崩
解
朕
況
を
網
実
し
噂
各
二
回
反
檀
せ
り
。

丸
粒
の
場
合

E
g
f・
八
%
、
ヱ
ゐ
判
ニ
・

ニ
孫
、
こ
・
一
F

一
八
必

切
斯
粒
の
場
合
唱
目
担
)
出
了
四
%
、

一
・
五
%
、

一
・
六
%
‘

マ
セ
係

右
賓
験
の
結
果
は
第
三
、
四
表
の
如
し
・

第
三
、
図
表
に
止
れ
ば
、
丸
粒
に
於
て
も
亦
切
断

粒
に
於
て
毛
'S
T
客
来
は
企
庁
卒
答
品
不
に
比
も
で
、
崩
解

し
Bmき
と
と
を
認
む
。

今
後
は
、
崩
解
程
度
を
表
は
す
に
、
丸
績
の
場
合

国
字
書
米
の
品
質
に
勺
ぎ
て
の
研
究

第
二
鰻

K但 t裕被惚よる玄米丸粒の崩解度

22.5~2!;cio 

第三義

24障害関漫漫

rてご4議ニニ¥終¥K朗O¥E解¥面雇T1t 
1.81' 2.0μ 2.2% 2.38% 

非l学l全 i l i li 非l竿|杢 ili li 解例 解制 解閥 解溺 解闘 解樹

研究 所 無 皐 轡 米 話394 5 % 15 1% 5 3F4 5 急 2% 0 急印% % 。1ラ40 急
ヨim 1 皐嘗米 70 20 10 30 30 40 20 15 65 。10 9u 

2 麹響米 40 25 35 25 15 60 。15 85 。10 ω 
3 皐警激甚米 25 20 55 。お 85 。15 部 。10 90 

新田 1 無 皐嘗 米 55 25 20 15 35 回 5 10 邸 。。1∞ 
2 ~詳密米 25 45 30 5 20 75 5 。95 。o 11∞ 

興 除 1 皐望号制慣米 45 45 10 20 25 55 15 20 65 。。1∞ 
2 早寝米 20 加 切 15 25 回 。。1∞ 。。1∞ 

菅生 1 無 皐轡 米 50 35 15 35 30 35 15 釦 部 。10 so 
2 皐警米 5 1 15 1 80 1 5 1 0 1 95 1 0 I 0 1100 1 0 1 0 11∞ 

栂原 1 皐書幅繊米 町釦 O 田 10I 5話|…高出
2 皐轡米 35135lg0120120 印 20 釦釦 20115165

-一九



皐
直
宮
米
の
品
質
に
つ
き

τの
研
究

日
開
二
回
取

に
、
非
崩
解

btO、
必
・
崩
解
を
一
、
金
崩
解
を
2
と

ル
て
、

持
聾
瀦
骨
骨
甲
小

×
。
+
h
T軍
事
故
・次
X
M
-
T出
伊
海

遺
骨
訟
・
次
×

M
H
E
議
開

叉
横
断
粒
に
於
て
は

惑
駐
議
首
唱
h
X
H
+
h
y
罰
論
常
次
×

m
w
+
h
w
E

冶
咽
神
時
次

X
ω
H艶
溝
鼠
阿

と
も
体
し
て
、
平
容
米
並
に
非
卒
害
米
の
苛
性
加
里
に

よ
る
崩
解
度
を
見
出

L
‘
更
に
辱
客
米
七
試
斜
を
平

均
し
‘
又
無
字
書
米
及
び
卒
客
離
徴
米
五
試
料
を
平

均
し
て
、
崩
解
度
を
比
較
す
れ
ば
第
一
圃
及
び
第
二

圃
の
如
し
。
横
軸
に
苛
性
加
里
の
濃
度
一を

示

」

縦

軸
に
崩
解
度
を
一
不
せ
り
。
之
に
よ
る
も
、
与
管
米
は

よ
り
崩
健
所
し
品
き
を
見
る
な
り

は
食
味
の
上
等
た
る
米
凶
弘
、
食
味
の
劣
れ
る
米
去
り

KOH博被による切断玄米の崩解度第四表

。

24時間浸濁

73 
1.4雲6 1.5% 1.6% 1.7% 

微学金

解闘 解働 解側 解樹 解樹 解鎖

研究所無皐害米
1予40 剖% ラ04 % 5 

9894001|295 4 0 
% 。8P4 0 加?69。4 8F40 ・kF幻4 

玉 局 1 皐嘗米 。95 5 。 。80 20 I 0 80 20 

2 望書米 5 邸 10 。回 20 。.60 40 。60 ω 
3 早寝激甚米 5 70 25 。30 70 。30 70 。30 70 

新田 1 無字書米 。1∞ 。。80 加 。70 30 。70 30 

2 皐審米 。85 15 。75 25 。65 35 。60 40 

興 除 1 早客車型徴米 。回 10 。田 10 。釦 10 。85 15 

2 皐審米 。ω 10 。75 25 。75 25 。75 25 

菅 生 1 然思轡米 25 75 。5 筋 10 。85 15 。85 15 

2 皐嘗米 。80 20 。65 35 。印 40 。55 45 

楠 原 1 皐害事里司自米 90 10 。BO 20 。70 10 20 35 35 30 

2 皐響米 50 40 10 30 印 10 15 印 25 。25 75 

22.5-25ロ0



第一圏

全粒卒客米と非牟害米とむ温度の異る

KOH 溶液慢潰による崩解程度の比較

200 ~ (卒均 〉

..-
穆 100

-皐曹米 (7試料平均〉

一一 無皐審叉は皐審脳限米

(5試科平均〉

自由

解

度

23~ 

第二 園

切断粒卒客米と非卒害米との温度の異る

KOH溶液浸漬による崩解程度の比較

く平 均〉

〉

米

断

均

獄

-
平

平

程

一科

料

審

試

諒
早

-
5

7
は

(

く
叉

，

米

害
容

早
早
幅
冊

300 

理2ωF . 

時E

‘1.7 

2.0 :2.2 
KOH溶液%

0 
1.8 

官自

解

1.6 1.5 

KOIIfd液%

100 
1.4 

、J

も
、
寧
る
ア
ル
カ
p
w
t
抵
抗
力
あ
る
も
の
な
る
得
、
が
、
此
卒
害
米
に
於
て
ア
ル
カ
リ
に
崩
解
し
易
き
は
、
そ
の
食
味
の
悪
し
き
を
一
五
す
も
の

&
云
ふ
ぺ
し
・

一
-
一
、
苛
性
加
里
椿
液
に
卒
官
官
米
を
浸
潰
し
た
る
場
合
時
間
的
に
見
た
る
崩
解
度

・
丸
粒
は
ニ
・
コ
一
八
u
w
、
今
切
断
粒
は
了
七
dw
の
苛
性
加
里
溶
液
に
浸
潰
し
、
二
四
時
間
迄
二
時
間
毎
に
米
の
崩
解
献
況
を
調
査
一
位
妙
。
そ

• 

皐
直
宮
米
の
品
質
に
つ
き
で
の
研
究

鱒
ご
回
取



• 

皐
事
米
の
品
質
に
つ
き
で
の
研
究

の
方
法
は
前
固
と
同
ヒ
。
そ
の
結

果
は
第
五
、
大
衰
の
如

L
・
拘
れ

も
二
回
医
覆
し
た
り
。

戎
に
4

丸
粒
に
勺
き
で
は
金
崩
解

を
二
、
今
崩
解
を
て
非
崩
解
を

O
&し
て
各
試
料
の
崩
解
度
を
算

出
し
、
更
に
手
筈
米
と
非
羊
容
米

と
に

A
7
bて
平
均
し
て
、
聞
に
で

示
せ
ば
第
三
園
の
如
し
・
叉
切
断

粒
に
つ
き
で
は
杢
崩
解
を
一
品
一
、
牟

崩
解
を
二
、
徴
腕
解
を
て
非
崩

解
を

O
と
Lτ
‘
各
試
料
の
崩
解

度
を
算
出

L
、
更
に
卒
害
米
ξ
非

aT害
米
と
の
平
均
を
求
む
れ
ば
第

四
闘
の
如
し
。

窮
一
一
線

丸粒羊容米と非平容米とのKO日棒、液浸演

による時間的に見たる崩解程度の比較
<.均)

一一卑客単(7611(骨平均}

一一骨軍事日軍事総欣来(5'(科平均)

βーす=
浸

第三岡

100 

錫.，

解

程

度 lω

:IR 20 12 14 16 11 

(2.38%KOH溶液〉

，-- 10 

演時間

。

2~ 

切断粒卒害米と非早害米とのK儲f溶液浸

潰による時間的lC見たる崩解程度の比較

ー・早轡米 (7.料平均〉 切・均)

一一ー無皐嘗叉は皐曹腺蹴米白紙斜均】

〆

4:.ζ .. .20 o 12 14 16 " 

時間 (1.7%KOH溶夜〉

E 

讃浸

第四囲

3凶h

解

語 200

100 

。

度

樹

右
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
丸
粒
に
於
て
4
8
穿
切
断
粒
に
於
て
も
、
ア
ル
カ
リ
に
浸
潰
し
た
る
場
合
に
、
字
書
米
は
非
卒
害
米
に
比
し
て
平
く



第五表 KOH博液による玄米丸脅の時間的崩解度

担-2500

試料開 E司解程度

L:J~_1_61 8 110' 121叫16118 I 20 I 22 I 24 

非樹解 1∞ % 19∞ 6 1∞ ラ4 894 5 ラ即4 発話4ラ60 295 4 ラ240 % 10 ラ140 

研 究 所
学崩解 。。。15 20 15 25 35 40 ]5 15 10 

無皐 審 米
全制解 。。。。。15 20 25 35 65 75 印

非閥解 100 1∞ 1∞ 75 70 日 40 ]5 15 15 5 。
玉 島 1 

$ij語解 。。。25 30 45 35 35 15 。10 15 
皐 害 米

全樹角事 。。。。。5 25 印 70 85 85 85 

非鼠解 1∞ 95 85 70 回 40 25 15 15 5 。。
玉 E墨 2 

主幹鍋島平 。5 10 25 35 官O 30 加 20 却 15 5 
種 望書 米

金閥解 。。5 5 15 40 45 55 白 75 85 95 

非~解 100 90 65 45 30 20 5 5 5 5 5 5 
玉 島 3 

主幹fijj解 。10 25 45 回 15 15 10 5 5 。。
皐害激甚米

全閥解 。。10 10 20 65 80 85 90 95 

非閥解 1∞ 1∞ ω 加 75 65 50 30 20 15 10 。
新 回 1 

学fiil解 。。初 却 25 却 35 40 2D 15 10 15 
無皐害米

全樹解 。。。。。5 15 却 60 70 即 邸

非閥解 1∞ 95 90 75 55 55 35 25 10 5 。。
新 国 2 

$弱解 。5 10 20 35 15 15 20 却 加 10 5 
皐 害 米

全樹解 。。。5 10 30 50 55 70 75 90 95 

非崩解 1∞ 95190 80 回 25 10 5 I 0 。
興 除 1 

$閥解 。。。5 110 10 15 I 35 35 15110 5 
皐害事E徹米

金創解 。。。010 10 35140 45 95 

2.38%KOH 
皐
嘗
米
の
品
質
に
つ
ぎ
て
の
研
斜
面
開
ニ
報

一一一一ー一



浅 漬時閣|
試料別 面市解裡度

2 1 4 I 6 1 B I叩 21川
非問解 1∞1句 80170165130125 却 15 1 5 1 0 1 0 

興 除 2 
主幹飼解 。。20 30 20 50 30 却 20 10 10 。

皐 害 米
き足蹴鱗 。。。。15 20 45 60 65 85 釦 1∞ 

非E理解 1∞ 1∞ lCV 1∞ 90 76 国 却 10 5 5 。
菅 ~ 1 

$1時解 。。。。10 20 30 田 関 25 20 15 
無皐審米

金働解 。。。5 20 ω 40 70 75 85 

手手燭解 1∞ 1∞ 加 35 30 15 5 。。。。。
菅 佳 2' 。|

学閥解 。。20 65 印 却 20 ~O 10 。。
事 審 米

金働解 。。。。10 65 75 加 00 1∞ 100 1∞ 

非腕解 1∞ 1∞ 100 1∞ 1∞ 00 85 65 65 45 35 30 
指 原 1 

$溺解 。。。。。10 15 却 16 25 35 30 
皐蜜 軽微米

金目耳解 。。。。。。。5 20 30 30 40 

手j;~時解 1∞ 1∞ 90 85 76 00 40 加 20 15 15 lO 
指 原 2 

学防角事 。。10 10 却 35 20 25 30 15 10 15 
亭 害 米

全崩解 。。。5 5 15 40 45 50 70 75 75 

aT寝
米
の
品
質
陀
目
γ
』
曹
、--4町
の
研
究
飼
ニ
鰻

第六表 kOH溶液による玄米切断粒の時間的崩解度

1.7%KOH ~1~2500 

試料 !jU w1解程度

~<t_ 1_61 8 110 112114 r 16118120 122124 

1094 0 1∞ 
% 6F4 

5 
ラ
5
4 % 

0 
% % 。'<f % 

o 
% 
o 

予
0
4 % 

非閥解 。 。
研 F宅 所 i波観解 。。35 95 55 10 。。。。。。
無事軍事米 三ドE骨解 。。。。45 90 90 Eぬ 90 田 90 卯

塗蹴解 。。。。。o 110 110 110 110 110 110 

民



010 010 010 501 0 l∞11∞ 非尉解

o 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 I回 11:∞1 I徴崩解

モド勝解 1 0 

島

亭筈

玉

島60 65 701 印缶95 o 135 010 米

45 40 35 40 30 o t 15 010 010 ~溺解 1 0 

0101010 010 010 60 1 0 非 協解仰 11∞

思
嘗
米
の
品
質
に
つ
き
で
の
研
究 010 010 151 0 1 0 日85 o 135 2 l!放働解 bO

'芋鴎解:1¥'0I 0 I 0 

島

望書

玉

堕 釦勾25 25 30 35 50 o 1お米
鋪
二
間
報 80 回75 75 70 65 35 20 5 1 16 金蹴解阿|。

糊 解h∞!ω 010 01010 01010 551 0 

o 1 0 1 0 o 1 0 加 10 1 0 70 30 o 110 3 11銀協解

学蹴調停 10 1 0 

玉島

20 30 30 35 35 35 50 45 o 110 皐 嘗激高米

80 70 70 白65 65 印35 20 o 115 全閥解 10 

010 010 o 1 0 30 1 5 非閥解 11∞11∞
o 1 0 1 0 防 I0 I 0 95 70 。新国

60 邸75 白95 o I 45 o I 0 級事審米

40 35 25 5 120 o I 0 o 1 0 全耳障解 1 0 

o 1 010 o 1. 0 3510101010 90 1100 非閥解

o 1 0 010 010 ωi 0 80 印o 110 2 I i旗揚解

学樹解 11) 

回

皐審

新

国日60 65 75 80 加40 o 1 010 米

日45 mw 
話25 20 20 20 20 o 115 全勝解 10 五

010 010 0 卜O151 0 1 0 60 1∞11∞ 非閥解

01010 101 010 55 1 5 85 o 140 興除

90・、

1011 

90 90 90 

10 

釦

10 

90 

o 110 

95 o 1 45 

eJ 1 0 I 0 

o 1 0 

~溺解 I 0 I 0 

早害軽自血米



皐
官
官
米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

第
二
組
問

六

浸 漬 時 間
試料 ou 制解程度

2 -1. 4 I 6 ! 8 l_:0 ~.I~L:~J:~I~~J~ 
;n:崩解 1∞ 95 印 。。。。。。。。。. 

輿 除 2 ~崩解 。5 3l 85 25 。。。。。。。
皐 害 米 牢樹解 。。。5 65 90 70 70 65 65 50 回

。10 110 10 10 却 却 35 回

非働解 1∞ 1∞ 65 15 。。。。。。。。
菅 生 1 :獄掛解 。。'35 80 印 15 。。。。。。
無皐害米 学閥解 。。。。25 出 70 70 70 65 60 印

‘ 
金崩解 。。。5 15 20 30 30 3l 35 40 40 

1∞ 1∞ 25 。。。。。。。。。
管 住 2 I l浪崩解 。。75 80 25 。。。。。。。
皐 害 。。。15 65 80 65 60 60 55 45 45 

3!蹴解
。。。5 10 20 35 40 40 45 55 55 

手手掛解 1∞ 1∞ 90 80 30 。。。。。。。
指 原 1 i政樹解 。。10 20 印 80 20 20 20 20 10 10 

皐審車里隙米 学閥解 。。。。10 20 40 40 40 40 4Q 30 

全閥解 。。。。。。40 40 40 40 回 印

手ド樹解 1∞ 1∞ 。 。。。。。
楢 原 2 iぷ樹解 。。20 印 印 10 I 5 5 10 10 10 。
皐 害 。。。。加 50 55 55 50 50 35 40 

全閥解 。。。。10 40 40 40 40 40 55 60 

一 一一一一一 一一一

崩
解
ず
る
を
認

む
る
な
り
。

以
上
の
結
果

に
よ
れ
ば
、
平

害
に
梱
り

L
米

は
丸
粒
に
於
て

も
、
亦
切
断
粒

K
於

τも
.
ァ

ル
カ
リ
溶
液
に

ょ
う
て
問
中
く
崩

解
を
始
め
、
崩

解
し
臼
勿
き
を
認

む
る
念
り
。
而

し
て
そ
の
原
因

は
三
つ
の
場
合

在
想
定
し
縛
る



な

り

司

菜

種

皮

袋

容

境

川

刻

V
格
液
を
聾
過
し
ま

b
、
同
骨
組
織
が
粗
?
る
ゲ

払

は

新

制

定

割

引

制

覇

ノ

す
べ
し
。
依
ワ
て
之
が
解
決
の
矯
め
に
尖
の
如
く
玄
米
粉
に
つ
き
て
試
験
せ
・
9
。

四
玄
米
粉
一

g
を
直
偶
九
叩
の
シ
ャ
ー
レ
に
入
れ
、

の
ア
ル
カ
リ
崩
解
性

て
七
dm
の
苛
性
加
盟
液
一
五
目
配
加
へ
、
構
氏
二
五
度
に
於
て
、
五
時
間
放
置
し
、

時
k

揖
祥
し
て
、
そ
の
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
溶
解
程
度
を
検
定
し
た
b
。

溶
解
度
を
示
す
詩
め
に
指
数
を
設
け
、
研
究
所
産
の
無
阜
官
官
米
の
溶
解
度
を
一

て
、
そ
の
博
鮮
度
の
高
き
も
の
を
一
以
上
と
た
し
、
溶
解
度
の
低
を
も
の
を
一
以
下
と
た
し
た
り
。
例
へ
ば
玉
島
三
は
標
準
に
比
し
て
溶
解

〈
標
準
)
と
左
し
‘
之
に
比
較
し
て
、
肉
眼
鑑
定
に
よ
っ

し
易
き
故
に
ニ
と
し
、
楢
原
}
は
溶
け
難
き
放
に

0
・
五
に
た
-
bた
る
が
如
し
a

• 

第七表

玄米粉の苛性加里による溶解度

そ
の
結
巣
第
七
表
に
一
示
す
が
如
く
・

害
米
に
比
し
て
ア
ル

カ
リ
溶
液
に
よ
り
て

試 料

1 

玉 島1 皐害米 1 

同 2 堕 害 米 1 

同 3 皐害淑甚米 2 

新田1 無皐害米 1 

同 2 皐 害 米 1.2 

興 除1 皐害鰹倣 米 1 

同 2 早 .害 米 l 1.3 

菅 生1 無皐害 米 1 

同 2 皐 警 米 1.4 

楢原1 皐害車里微米 0.5 

同 2 皐 害 米 0.75 

無均事普及皐害脳徴米の平 0.9 

皐 書米の平均 L24 

皐
害
米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

箆
二
回
咽

平
害
米
の
掛
は
無
手

溶
け
易
き
を
認
め
た
り
。
〈
第
五
聞
)

此
賓
験
に
よ
れ
ば
.
卒
容
に
か
k
り
し

米
の
澱
粉
が
苛
性
加
里
に
よ
っ
て
崩
解
し

易
き
欣
態
に
あ
る
と
と
を
知
る
な
り
。
勿

論
闘
病
皮
及
び
恒
乳
の
組
織
に
於
て
、
苛
性

加
里
溶
液
を
透
過
し
‘
或
は
崩
解

L
易
き

と
と
あ
ら
ん
も
.
主
と
し
て
灘
粉
そ
の
も

七



皐
宙
酉
米
の
品
質
広
ワ
一
き
で
の
研
究

第
一
一
鰻

• 

の
L
性
質
上
ア
ル
カ
リ
消
滅
同
よ
る
崩
縛
他
国
靖
男
あ
る
出
よ
る

も
の
な
ら
ん
。

第
五
闘
に
於
て
、
溶
液
し
難
き
玄
米
粉
は
白
く
建
り
、
溶
解
し

易
き
時
は
透
明
に
な
る
を
認
む
。
勿
論
玄
米
粉
た
る
故
に
果
皮
、
脹

等
ア
ル
カ
リ
に
不
溶
解
性
の
も
の
多
《
存
在
せ
る
故
に
、
馬
民
に
於

て
は
斑
紋
b
L
生
や
る
た
り
。

五
、
米
の
瀞
離
水
芭
結
合
水

z
u
 

山
崎
氏
五
昭
和
~
問
牛
w
は
朝
鮮
米
の
味
の
研
究
に
於
乞
、
同
時

に
牧
穫
せ
る
玄
米
乞
恥
帽
の
・
大
さ
K
従
ひ
亡
大
川
中
、

小
の
一
乙
部
昨
分

ち
、
各
部
に
O
を
水
分
注
定
量
ザ
』

ht
而
し
て
結
合
水
と
滋
雄
氷
と

を
別
々
に
測
定
せ
る
結
果
、
明
か
に
味
付
米
と
し
て
使
用
せ
ら
る
h

中
粒
の
米
は
、
結
合
水
量
最
も
↓
ヘ
に
し

τ、
融
雛
水
量
最
小
た
る
を

見
た
り
。
術
小
粒
に
於
て
は
結
合
水
量
小
な
り
と
。
氏
は
剰
に
よ
り

凡

玄米粉の苛性加盟溶液反感〈海野〉第五闘

.
0五
度
建
に
失
ふ
水
分
ιr
・
淋
舷
氷
ん
」
七
、
一

一け
尺
1
]
こ
の
度
に
失
ふ
氷
介
K
T
結
合
水
と
せ
り
。

福原産は昭和.他''1皆旭

研究所
無 率1害米

5時間

雪省側震

25co KOH; 1.7% 

楢原
早2堅級圏直米

菅生
無皐害米

度
予伝書

菅
皐

玉.
皐軍医激甚完走

除
米事

興
皐

原
米害

楢
早

上列
左より

下列
左より

著
者
等
は
米
に
含
去
る
h

水
分
に
右
の
如
く
瀞
離
水
と
結
合
水
と
の
区
別
あ
り
や
・
否
ゃ
を
知
ら
や
。
只
山
糟
民
の
設
に
義
者
で
、
剰
を
】



。
五
度
に
a
m
Lた
る
時
に
失
は
る
弘
通
重
量
d
m
&
，
コ
一

O
度
に
於
て
失
は
る
L
重
量
%
1C
を
直
別
し
て
検
定
を
試
み
、
次
の
如
く
二
回
貨
験

h
F
i
a
F
N
3倒
閣
情

。
提責
決

Fマ
ごr

パ
aI 
!!! 
fキ
「
発
~ 
q司

、-圃-、-圃・・・・・'
国

除
x' 

olb:1 
+ 
ぞ1

x 
ト4s 

ぜ
-P
。

第

回

賞

験

秤
量
管
に
玄
米
八

g
を
掠
H
《
各
試
料
に
合
き
二
管
完
u
.

最
初
に
こ

0
時
間
蝿
比
一

O
五
度
に
於
で
乾
燥
し
、
三
時
間
デ
シ
ケ
1
タ
1
中

に
置
き
た
る
後
に
、
重
量
減
少
を
測
り
て
最
初
白
米
の
水
分
合
量
を
決
定
し
‘
以
下
之
を
基
礎
と
し
℃
計
算
を
行
ふ
。

共
応
ヂ
シ
ケ
1
h
F
1
の
底
に
水
を
入
れ
て
作
り
た
る
飽
和
水
蒸
気
中
に
米
を
夫
れ
℃
‘
鋒

a米
の
重
量
を
秤
り
、
重
量
櫓
加
を
見
て
、
弐

式
の
計
算
に
よ
り
て
毎
日
の
水
分
合
量
を
求
む
。
而
し
て
一
八
日
後
に
吸
水
を
打
ち
切
り
て
、
乾
燥
試
験
を
行
ふ
。
毎
日
の
米
の
水
分
の
計

算
式
は
+
民
の
却
し
・

』

A
日
後
の
成
分
計
算
も
亦
周
じ
。

国:・
ιr
作

δ
H
R
u
w
m岬
閥
次

切
・
:
趣
旨
舟
戸
隷
δ
減

δ
同
湖
町

同
・
・
・
治
マ
が
輔
副
酒
米
3
u
kゆ
防
御
次

一
八
日
間
に
て
一
旦
吸
水
左
打
ち
切
り
て
、

一
Q
五
度
に
於
て
乾
燥
し
、
毎
日
の
減
重
を
見
、
三
日
間
加
熱
に
て
失
は
れ
た
る
重
量
を
測

り
、
之
を
全
部
水
分
と
見
倣
し
て
、
此
失
は
れ
た
る
水
分
を
株
離
水
と
な
せ
り
。
乾
燥
せ
し
時
の
米
の
水
分
合
量
は
次
式
に
よ
る
.

E
Z
冒
米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

第
二
鰻

τz 

九



皐
害
米
の
品
質
に
つ
含
て
の
研
究

第
一
一
級

因。

」

w
・
・
・
世
間
灘
署
δ
倒
閣
情

-

e
e

』

F
w
w.l
d，

。
:
・
薄
暗

en仲
S
A
H
山

市

声

合

「

岡

剛

丘

回

目

出

X
H
B
W臥

w---m櫛
冨
R
U
U再
同

wm岬
概
W
臥

。
・
:
獄
刷
出
岬
「
忍

3
w掠
R
V
M
間
間
四

凶・
‘・
・
岨
岬
件
『
が
薄
暗
細
弾
丸
U
国
K

ゆ
時
四
次

一
O
五
度
に
て
三
日
間
乾
燥
し
て
樽
離
水
を
測
り
た
る
後
に
、

一
二

O
度
に
四
日
間
乾
燥
し
て
失
は
れ
た
る
重
量
に
よ
り
て
、
結
合
水
を
測

り
た
り
。
勿
論
此
時
は
水
分
以
外
の
物
質
も
消
散
せ
し
が
故
に
。
之
を
以
て
結
合
水
と
な
す
は
受
賞
な
ら
ざ
る
も
、
懐
り
に
此
時
に
失
は
れ

し
も
の
を
穂
て
水
分
と
見
倣
し
て
、
結
合
水
と
な
せ
り
。
尚
一

O
五
度
と
一
二

O
度
と
に
て
乾
燥
し
た
る
時
に
、
果
し
て
酵
離
水
と
結
合
水

と
配
分
ち
得
る
や
疑
ひ
な
き
に

b
ら
ざ
る
も
、
暫
く
山
崎
氏
の
設
に
従
ふ
と
と
L
せ
り
。
而
し
て
最
後
に
脆
水
量
中
の
酵
離
水
と
結
合
水
と

の
割
合
を
算
出
し
た
り
。

毎
日
の
米
の
水
分
測
定
の
結
果
は
裁
に
省
略
し
て
、
簡
単
に
最
初
の
水
分
、

一
八
日
間
吸
水
後
の
水
分
、
一

O
五
度
に
於
て
一
三
日
間
乾
燥

せ
し
時
の
水
分
及
び
一
二

O
度
に
保
て
四
日
間
乾
燥
せ
し
時
の
水
分
の
み
を
掲
ぐ
れ
ば
、
第
八
表
の
如
し
・

第
八
表
に
よ
れ
ば
、
結
合
水
の
含
ま
る
L
割
合
は
無
卒
害
米
よ
り
も
卒
害
米
に
於
て
少
き
と
と
あ
り
、
叉
却
っ
て
多
き
と
と
あ
り
で
、

致
せ
・
ヂ
。
故
に
卒
害
米
と
無
S
T
答
米
と
の
聞
に
、
そ
の
結
合
水
の
含
量
割
合
に
は
差
異
な
き
が
如
く
見
ゆ
。
さ
れ
ど
無
手
筈
米
及
び
字
書
躯

徴
米
の
五
試
料
盈
平
均
す
れ
ば
、
結
合
水
存
在
歩
合
は
五
・
五
四
%
、
且
T
害
米
の
七
試
料
を
平
均
す
れ
ば
四
・
七
一
%
な
る
放
に
、
平
等
米
に

結
合
水
の
含
ま
る
L
割
合
が
少
き
傾
向
あ
る
を
認
め
得
る
な
り
.
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句
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水

量
申
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日

間
乾

燥
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た
日

間
乾

燥
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燥
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含

米
1
0
5
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 に
」
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土
(
2
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1420日
0
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に
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燥
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健
児
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脱
水

量
申
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試

料
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畳
.3 EI

関
乾

燥
の

差
E二

の
差

ぜ
し

米
の

水
胡
F
腹
水
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し
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の

水
輔
自
合
水
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合
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℃
婚
し
て
揮
権
水
と
結
合
水
と
に
区
別
し
得
る
や
否
や
疑
念
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
依
り
に
か
ぐ
直
即
し
た
り
。
そ
の
測
定
の
結
果
生
簡
単
に

示
せ
ば
第
九
裂
の
如

L
q

第
た
表
に
よ
れ
ば
、
此
貧
肢
に
於
て
は
‘
無
牟
容
米
に
比
し
て
S
T
容
米
に
於

τ多
〈
の
場
合
に
結
合
水
の
少
き
を
認
め
た
り
。
無
平
害
4
A

及
卒
害
軒
椴
米
の
瓦
試
料
L

そ
平
均
庁
前
日
、
結
合
水
の
存
在
歩
合
は
↓
一
・
五
五
dn
に
し
て
、
平
答
米
の
七
試
料
の
平
均
に
於
て
ほ
九
・
四
一
一
「

dn
た
り
。
前
後
二
回
の
質
験
に
於
て
、
そ
の
質
験
の
始
め
に
、
米
に
吸
識
せ
し
め
た
る
と
然
ら
ざ
る
と
の
差
異
の
矯
め
に
、
賞
験
の
結
果
は

臥

R
U
た
る
S
8
0
左
訟
が
、
こ
回
を
通
じ
て
、
卒
害
米
に
於
て
結
合
水
の
存
荘
ず
る
割
合
が
少
き
が
如
き
を
認
む
る
た
り
。
而
し
て
、
之
宮
制

定
ぜ
ん
と
せ
ば
第
二
回
貰
験
の
如
く
、
始
よ
か
乾
埠
試
験
を
行
ふ
を
可
な
切

A
す
・

3
0場
合
ば
号
。
蓮
晃
が
判
嬉
-A
L
t
現
は
る
司
が
却

ι 

穴
、
水
溶
演
の
漉
過
時
間

岡
村
氏
ゅ
は
米
の
新
古
に
よ
り
、
モ
の
米
粉
O
水
博
液
の
溜
過
時
聞
に
顕
著
な
る
義
異
を
生
じ
、
古
米
一
は
泌
過
時
間
短
き
を
以
て
特
異
匙

&
法
す
と
述
べ
た
h
y
。
依
っ
て
之
を
服
用
レ
、

aT害
米
と
非
羊
答
品
市
と
の
米
机
併
に
於
で
、
ぞ
の
水
溶
液
の
泌
遁
時
聞
に
義
国
宍
る
り
や
否
や
迄

見
ん
が
矯
め
に
、
次
の
如
晶
己
資
験
陥
弘
前
ぴ
た
り
。

て
方

法

岡
村
氏
の
方
法
に
よ
り
た
り
。

0
・
五
m
目
の
飾
生
迎
り
た
る
潔
米
M
W
の
拘
置
…
水
物
五

g
相
営
量
を
採
り
、
燕
溜
水
五

O
刊
を
加
へ

、
構
氏

二
五
度
に
三
時
間
置
き
た
る
後
、
上
口
の
直
積
七
m
管
の
直
何
0
・4
ペ
m
の
漏
斗
を
期
ひ
、
東
洋
憾
紙
(
一
二
ご
ハ
蹴
U

に
て
描
過
し
、
ー
だ
の
泌

皐
曹
米
の
品
質
に
目

J

舎
て
の
研
究

筋一一線

問



皐
警
米
の
品
質
に
つ
き
て
の
研
究

第
二
回
棺

過
時
聞
を
調
査
し
た
り
。

二
、
結

果

右
の
方
法
に
よ
り
て
、
五

O
U
の
水
溶
液
が
瀦
過
せ
ら

る
る
時
聞
は
、
第
一

O
衰
の
如
き
を
罷
め
た
り
。
四
回
繰

り
返
し
た
る
が
‘
内
一
聞
は
指
紙
の
篤
め
か
、
他
と
+
へ
に

異
り
た
る
結
回
無
注
生
じ
た
る
放
に
、
之
b
t
除
外
し
た
り
。

第
一

O
表
に
よ
れ
ば
、
平
害
米
が
無
阜
健
闘
米
に
比
し
て

水
溶
液
瀦
過
時
間
の
短
き
場
合
あ
り
、
或
は
又
却
っ
て
長

者
相
場
合
あ
り
て
、
そ
の
結
果
は
一
致
せ
ざ
り
き
。
放
に
平

容
米
の
粉
の
水
溶
液
の
漉
過
時
聞
は
無
早
害
米
に
比
し
て

小
ゑ
h
y
と
云
ふ
ペ
か
ら
や
・

七
、
水
溶
性
成
分
の
韓
国
物
量

同
柑
民
ゅ
の
研
究
例
に
倣
ひ
℃
・
米
の
乾
問
物
量
を
測

定
し
た
り
。
無
水
玄
米
粉
五

g
相
官
量
に
蒸
溜
水
五

Oα

を
加
で
二
五
度
に
三
時
聞
置
き
、
後
鵡
過
し
た
る
浦
液

玄米勝の水溶液の描過時間(分〉

1慮 過 時 間
誠 料

1回L:回 |3回|卒均

研 究 所 無 皐 害 米 1分45 1分50 

玉島1 皐害米 98 I 1偲 109 1国

2 種審米 邸 | ω 84 83 

3 皐響激甚米 97 1却 95 1叫

新田 1 無皐害米 106 110 131 116 

2 皐害米 221 国 158 149 

興除1 皐審艇徴米 113 155 104 124 

2 早密米 58 155 81 98 

菅生1 無皐審米 119 120 79 106 

2 皐害米 120 お4 132 162 

楢原 1 皐害鰻徴米 120 96 93 1国

2 早審米 81 部 46 71 

第一O表
第一一表

水溶液中の乾聞物量

試 料
動車:

研究所無皐害米 4?4 .3 

玉島1 亭警米 4.8 

同 2 ~理容米 4.9 

同 3 皐事激益米 5.4 

新田 1 無早寝米 5.4 

同 2 皐害米 4.8 

興除 1 皐響腿彼米 4.7 

同 2 皐害米 5.2 

菅生1 無 皐 審 米 4.3 

同 2 皐害米 4.9 

格原 1 皐害程隙米 4.5 

同 2 皐審米 4.3 



の
一
-
定
量
三
五
1

ニφ
u
v
を
探
り
、

一
O
O度
に
て
乾
燥
し
，
そ
の
乾
物
量
を
拝
り
・
原
無
水
物
量
に
封
ず
る
dw
一を
求
め
た
り
・
そ
の

結
果
は
第
一
一
表
の
如
し
・

此
結
果
に
よ
れ
ば
羊
害
米
と
無
字
書
米
と
の
聞
に
確
定
し
た
る
差
異
な
し
と
云
ふ
べ
し
・

八
、
化
一
事
分
析
、
酵
素
の
活
力
及
び
凶
濃
度

玄
米
の
化
皐
分
析
を
行
ひ
た
る
結
果
は
第
一
二
表
の
如
し
。
品
川
同
時
に
、
そ
の
米
の
中
の
ヂ
ヤ
ス
タ
1
ゼ
及
び
カ
タ
ラ
1
ゼ
の
活
力
を
槍

ぺ
、
又
そ
の
水
溶
液
に
つ
き
H
を
則
定
レ
た
り
。
何
れ
も
第
一
二
表
に
描
ぐ
る
が
如
き
結
果
を
得
た
り
。

p
.
1
 

ヂ
ア
ス
タ
ー
d

包
括
力
の
貰
験
法
は
突
の
如
し
。
玄
米
粉
末
五
8
b
L

三
角
場
に
採
り
、

一
，
%
の
ト
ル
オ
l
ル
水
五

Oα
を
加
へ
、
二
五
度
の

恒
温
槽
中
に
一
時
間
佳
き
.
後
描
過
し
て
得
た
る
渇
液
を
以
て
酵
素
液
と
た
ず
。
此
酵
素
液
五
目
を
一
一
一
角
場
に
採
り
、
二
dw
の
可
溶
性
慣
粉

液
二

O
民
生
加
《
て
、
問

O
度
の
恒
温
槽
中
に
二
四
時
間
置
き
、
後
強
過
し
、
泌
液
五
目
に
つ
き
ベ
ル
ト
ラ
シ
法
に
よ
り
て
生
じ
た
る
擾
元

糖
量
を
調
べ
'て
銅
量
に
て
示
し
た
り
。

叉
カ
タ
ラ
1
ゼ
活
力
の
貰
験
法
は
失
の
如
し
。
玄
米
粉
末
五
S
を
三
角
漫
に
採
h
v
、
蒸
溜
水
五

Oω
を
加
で
二
五
度
の
恒
温
槽
に
一
時

間
置
き
、
後
鴻
過
し
て
得
た
る
諸
過
液
を
以
て
酵
素
液
と
た
ず
。

上
記
酵
素
液
一

omを
三
角
漫
に
採
り
、

0
・
五
%
過
酸
化
水
素
液
一

ouを
加
へ
二
五
度
の
恒
温
槽
中
に
一
時
間
置
き
、
後

1
一4
の
硫

酸
二
Oω
を
加
ヘ
、

N
一
日
過
マ
レ
ガ
ン
酸
加
里
溶
液
に
て
滴
定
し
、
洩
れ
る
過
酸
化
水
素
の
量
を
調
ぺ
、
別
院
標
準
と

L
t
カ
タ
ヲ
l
d
t
を

作
用
せ
し
め
ざ
る
場
合
の
過
酸
化
水
素
を
も
滴
定
し
て
、
そ
の
比
に
よ
り
酵
素
に
よ
り
て
分
解
せ
ら
れ
た
る
過
酸
化
水
素
の
歩
合
を
算
出
し

皐
讐
米
の
品
質
に
つ
ぎ
て
の
研
究

第
二
回
報

四
玉
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米
の

分
析

.
酵

素
祈

カ
及

ぴ
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H

国
物
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分
申

試
糾

水
分

』
ゼ

錫
11

分
ゼ
解H歩K

合為
叫
王

肪|諸
粉|繊

維|灰
分

研
究

所
無

皐
蓄

米
1
%
 

2.72 
話

8
~3 

ゐ
|

0ラ
騎4
 

1
%
 

.
n
 

4 議
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6.回

宝
島

1
皐

審
米

12.印
6.7
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74.∞
 

1.
伺
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40.5 
6. 日

同
2

盟
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米
日
.22
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田
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ν
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第
三
一
表
に
よ
・

9τ
、
平
容
米
を
鯖
込
書
米
に
比
す
る
位
、
成
分
に
於
て
蚕
白
、
脂
肪
、
織
維
及
び
友
分
に
於
て
多
く
、
澱
粉
に
於

τ少

き
bz
認
む
。
弓
チ
ア
ス
タ
ー
ゼ
並
に
カ
タ
ラ
1
ゼ
の
活
力
は
字
官
官
米
に
於
て
大
に
劣
れ
り
。

H
は
雨
者
の
者
に
芽
.具
無
し
。
字
容
に
幌
り
し

nr 

米
は
充
賞
十
分
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
上
越
の
事
貰
は
橡
想
せ
ら
る
る
魔
な
・
0
.

丸
、
考

察

第
三
報
に
於

τ述
J
t

し
が
却
〈
、
平
容
に
椴
・
0
し
玄
米
は
小
説
服
、
細
長
、

色
を
日
g
L、
横
騒
は
厚
く
し
て
禍
精
に
多
く
の
時
閣
を
要
し
、
摘
き
耗
は
犬
伝
る
等
一
般
的
米
質
は
劣
り
、
且
っ
そ
の
食
品
的
慣
値
も
劣
る

日
升
車
小
、
不
整
形
、
充
賓
不
良
、
角
詔
一切
茶
補
色
又
は
緑
禍

と
と
見
た
担
。
さ
れ
ど
同
時
に
米
の
組
織
が
疎
軟
に
し
て
、
吸
水
能
並
に
飯
粒
の
膨
脹
が
犬
、
瞭
居
並
に
臨
の
部
分
が
割
合
に
多
き
矯
め
に

一
定
量
南
市
の
グ
イ
タ
主

y
n叫
量
は
却
つ

τ犬
た
る
等
の
特
異
の
鞘
b
t
も
認
め
た
り
。

此
賢
験
に
於
て
は
、
米
の
内
容
に
つ
き
て
詳
細
に
研
究
し
た
る
も
の
な
る
が
、
大
鱒
袖
思
想
し
得
る
が
如
き
結
果
に
到
議
し
た
り
。
帥
ち
字

害
に
掘
り
し
米
は
E
常
米
に
比
し
て
、
ア
ル
カ
リ
溶
液
に
よ
り
て
崩
解
し
易
く
、
特
に
そ
の
澱
粉
は
溶
解
し
易
き
乞
認
め
、
叉
米
に
含
ま
る

・

弘
-
水
分
中
結
合
水
が
割
合
に
少
き
が
和
〈
A

明
確
な
ら
ざ
れ
占
ν
見
え
、
或
は
又
そ
の
成
分
中
蛋
白
、
脂
肪
、
識
維
及
び
夜
分
は
多
く
、
澱
粉

ι於
τ小
、
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
並
に
カ
タ
ラ
1
ぜ
に
於
可
活
力
小
た
る
を
認
め
た
・
9
.
只
水
溶
液
の
議
過
時
側
、
乾
聞
物
量
、
並
に
凶
僚
に
於

τは
、
平
等
米
志
正
常
米
も
其
聞
に
差
異
色
品
か
り
し
除
漁
想
に
反
し
た

h
a

以
ム
の
結
果
は
、
成
熟
の
不
十
分
な
る
米
の
表
は
す
諸
性
質
に
一
致
す
る
も
の
に
し
て
、
敢

τ具
、eす
る
に
日
時
ら
や
，
。
劣
等
米
ι除
名
応
値

早
世
慣
米
の
品
質
に

oeて
の
研
究

篤
二
回
相

I!tl 
4:;; 



早
宮
百
米
の
品
質
に
つ
き
で
の
研
究

宙
開
二
畷

四
八

粒
は
J
U
く
膨
脹
し
グ
イ
タ
ミ
シ
ロ
叫
量
は
多
く
、
蛋
白
、
脂
肪
、
次
分
は
多
き
等
の
便
船
危
き
に
し
も
あ
ら
や
。
而
し
て
他
の
正
常
米
と
混
合

-し
て
用
ふ
れ
ば
、
食
用
と
し
て
差
支
払
仏
き
は
言
ふ
迄
も
無
し
。
常
に
生
や
る
格
外
米
、
或
は
屑
米
に
準
A
Y
可
き
も
の
と
見
て
消
費
す
れ
ば
可
な

り
。
目
午
官
官
米
た
る
が
放
に
特
異
性
あ
る
も
の
に
あ
色
や
と
云
ム
ベ
し
・
而
し
て
此
研
貨
は
平
容
米
に
就
き
て
行
ひ
し
も
の
友
る
も
‘
冷
害
‘

風
害
等
災
害
の
矯
め
に
登
熱
不
良
友
り
し
米
に
就
て
行
ふ
も
同
様
の
結
果
友
る
べ
し
・

-
O、
摘

要

て
昭
和
-
四
年
の
西
部
日
本
の
羊
魅
が
米
質
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
を
知
ら
ん
が
篤
め
に
、

、J

一
二
試
料
を
採
り
、
前
因
。
の
報
告
に
引
き
績

舎
で
米
の
化
事
的
性
質
の
研
究
乞
行
ひ
た
り
・

二
、
与
害
玄
米
の
粉
末
は
正
常
米
の
粉
末
に
比
し
て
、
資
極
色
が
謹
し
・

一
一
一
、
早
佐
官
米
は
正
常
米
に
比
し
‘
そ
の
丸
粒
、
切
断
粒
並
に
掛
末
に
於
て
、
常
に
苛
性
加
里
溶
液
に
よ
り
崩
解
せ
ち
れ
易
し
・

問
、
玄
米
を
加
熱
乾
燥
し
売
る
時
、
揖
氏
一

O
五
度
に
於
て
失
は
る
h
水
分
を
砕
離
水
と
し
、

一
二

O
度
に
於
て
失
は
る
』
水
分
を
結
合
水

と
見
倣
せ
ば
、
平
害
米
に
於
て
は
正
常
米
に
比

五
、
玄
米
粉
の
水
溶
液
泌
過
時
闘
を
比
較
し
た
る
に
、
手
害
米
と
正
常
米
と
の
聞
に
差
異
を
認
め
歩
。
叉
泌
過
液
中
の
乾
聞
物
量
も
亦
水
溶

液
の
凶
も
両
者
の
聞
に
裳
異
色
仏
し
・

0
3雲
寺
R
葺
商
慣

-m肪
.
融
鰻
浪
芸
凡
奈
多
〈
し
也
、
撃
の
ま
多
義
常

③
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
並

5
3
1ゼ
の
精
力
は
言
語
於
て
減
少
す
。



八
、
以
土
の
性
質
は
災
害
に
縮
れ
る
成
融
不
1

寸
分
た
る
米
の
諸
性
質
と
見
る
べ
く
、
劣
等
米
た
る
に
相
逮
念
を
も
、
さ
を
正
常
米
・
・
6
混
合
す

れ
ば
食
用
と
し
℃
差
支
無
し
・
格
外
米
或
は
屑
米
L
C
見
倣
し

τ消
費
す
れ
ば
背
骨
凪
り
。

uリ(
 

近
藤
主
害
復
・
海
野
皐
害
米
の
品
質
に
つ
事
亡
の
研
究
徳
一
綴

近
藤

・
笠
原

農
園
事
研
究
婦
さ
一
、容
五

O
凶
!
五
二
一一一頁

昭
和
一
六
年
三
局

文

厳

(2) 

米
の
品
種
億
識
の
研
究
第
三
樹

米
の
ア
ル
カ
リ
後
定

向
上
諮
問
九

l
六
二
頁

昭
和
一
六
年
三

R

($) 

国

白
米
hv
ア
ル
売
り
機
定

糧
食
研
究
官
開
F

七
削
減
三
1

ご

』頁

昭
和
エ
ハ
字
一
周

(4) 

岡
村

l保

米
般
の
品
質
に
聞
す
丸
山
研
究

大
原
農
業
研
究
所
特
別
殿
告

筒
五
闘
訓

四
七
九
J
四
λ
O頁

昭
和
』
五
年
間
足

(5) 

山
崎

誠
子

朝
鮮
米
の
時
怖
に
関
す
る
研
究
ハ
錆
一
観
)

日
本
化
事
曾
謎
第
六

O
挟
第
九
回
楓
八
四
五
|
八
四
八
頁

昭
和
一
四
年
九
周

史
観
省
副
刊
・
研
究
費
に
よ
る
鎗
績

骨
骨

--A

(
昭
和

一
六
年
四
局

一
六
日

大
原
農
業
研
究
所
〉

畢
竃
百
米
の
品
質
に
つ
き
て

ρ
研
突

第
二
四
珊

四
九


